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研究発表大会報告書 
第35回国際P2M学会春季研究発表大会結果報告 

大会実行委員長  東京都市大学  岡田公治  

大会実行副委員長  千葉工業大学  下田篤  

１．はじめに  

2023 年 4 月 22 日  (土 ) に、東京都市

大学横浜キャンパスにて、第 35 回国際

P2M学会研究発表大会が開催されました。

東京都市大学横浜キャンパス  (図 1) で

は、環境学部、メディア情報学部、デザイ

ン・データ科学部が連携して研究・教育活

動を推進しており、今回の大会テーマ「SX

(Sustainability Transformation) × DX

(Digital Transformation) を支える P2M」

に、相応しい会場だったと思います。

図 1 東京都市大学横浜キャンパス  

新型コロナウイルス感染症 5 類引下げ

の直前の開催ですが、今回もハイブリッド

型  (会場・オンラインのいずれでも参加・

発表可能 ) での開催となりました。  

２．大会実施内容  

２．１ 研究発表  

今回は、昨年度の大会を上回る 21 件

の発表があり、A 会場  (P2M・研究開発・

社会開発 )、B 会場  (企業経営 )、C 会場  

(教育・人材育成 )、D 会場  (地域開発 )、

E 会場  (ビジネス・国際開発 ) の 5 トラック

並行での発表となりました (図 2～図 4)。 

図 2 会場での発表の様子 (1) 

図 3 会場での発表の様子 (2) 

図 4 会場での発表の様子 (3) 

対面型での発表においてもオンライン

での発表においても、それぞれの発表に

おいて、活発な討論、有効な意見交換が

行われました。また、大会テーマに則した

発表が多数を占めた点も特徴的でした。  

２．２ 特別基調講演  

特別基調講演「P2M Ver5.0 の提唱」で

は、吉田邦夫名誉会長の講演の後、亀

山秀雄副会長、佐藤達男評議員による

講演も行われ、今後の P2M の進化に向け

た問題提起、並びに、提言が為されました  

(図 5)。 

  ※ 本原稿は「P2Mマガジン第 18巻 ,  pp.67-70  (2023)」のタイトルを

「大会顛末記」から「大会報告書」に変更したものである。
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図 5 吉田邦夫名誉会長による特別基調

講演  

 

２．３ 総会  

昼休みの後、総会が開催されました。

総会では、山本秀男会長、亀山秀雄副

会長、久保裕史副会長らが登壇され、

2022 年度の活動成果報告、2023 年度の

活動計画等が審議・報告されました  

(図 6)。 

 

図 6 総会登壇者  

 

学会表彰では、小原重信氏が学会賞

を、綿木久雄氏が学会設立功労賞・学会

活動功労賞を、石川千尋氏が学会活動

功労賞を受賞され、山本秀男会長より、

表彰状と副賞が授与されました (図 7)。 

 

図 7 学会表彰  

 

２．４ 開会挨拶と開催校挨拶  

山本秀男会長から開会挨拶  (図 8)、

東京都市大学  関良明副学長から開催

校挨拶  (図 9) が行われました。  

 

 

図 8 山本秀男会長による開会挨拶  

 
図 9 東京都市大学  関良明副学長  

による開催校挨拶  

 

２．５ 基調講演  

基調講演 1 では、名古屋国際工科専
門職大学  山本修一郎教授により「DX 

(Digital Transformation) の本質と推進
課題」と題した講演が行われました(図 10)。

DX の本質は課題解決であるが、課題解
決後の姿からバックキャストできていない

点、正常化バイアスがそれを妨げている点
等が指摘されました。DX プロジェクトをけ
ん引するのは、経営・事業・技術に精通し
リーダシップを発揮できる  “やたがらす人
材”、SDGs・DX・QC の 3 軸で業務を捉え
る等、デジタル技術面だけでなく幅広い視

点から大変に示唆に富んだ内容を講演

頂きました。 
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図 10 基調講演 1 (山本修一郎教授 ) 

 

基調講演 2 では、東京都市大学  佐藤

真 久 教 授 に よ り 「 SX (Sustainability 

Transformation) の本質と重要性」と題し

た講演が行われました (図 11)。SDGsは、

同じ社会の中での諸課題の解決ではなく、

現在社会とは異なる社会・個人の変容が

前提である点、タグ付け型から相互関連、

更には価値共創・統合的問題解決ツール

と捉えるべき点、そして、正常性バイアスに

よる“正しさの衝突”を超えていくことの重

要性等、複雑な問題の解決に向け、深く

本質的な内容を講演頂きました。  

 

図 11 基調講演 2 (佐藤真久教授 ) 

 

２.６ パネルディスカッション  

パネルディスカッションでは、2 名の基調

講演者に加え、デジタル技術を活用した

ソリューション提供を進める産業界を代表

して NTT データ (PMI 日本支部会長でも

ある) 端山毅博士、P2M 研究および普及

活動の推進側を代表して千葉工業大学  

田隈広紀准教授をパネリストとし、著者が

モデレーターを務める形でパネル討論が

行われました (図 12、図 13)。内容の詳細

に関しては、パネルディスカッション報告  
[1] を御参照下さい。  

 
図 12 パネルディスカッション登壇者  

 

図 13 パネルディスカッションの様子  

 

２．７ 閉会挨拶  

最後に、亀山秀雄  新会長による閉会

挨拶  (図 14)、並びに、次回第 36 回大会

の実行委員長を務められる、同志社大学  

 

図 14 亀山秀雄  新会長による閉会挨拶  

 

図 15 次回大会実行委員長  大和田  

順子教授  (同志社大学 ) の挨拶  
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大和田順子教授からの挨拶  (図 15) が

あり、成功裏に大会を終えることができまし

た。 

 

３．おわりに  

大会実行の企画・運営の大役を賜り、

不慣れな状況の中、多くの人々に支えら

れ、大会を完遂することができました。ご登

壇頂きました講演者の皆さま、最新の研

究成果を発表頂きました皆さま、大会に

参加頂き議論を深めて頂きました全ての

参加者の皆さま、貴重な経験の機会を与

えて頂きました国際 P2M 学会理事の皆さ

まに、心より感謝申し上げます。  
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2023 年 5 月 15 日 (受理 )  




